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●
国
際
事
業
の
狙
い
、
コ
ン
セ
プ
ト

︱
︱
な
ぜ
今
、
国
際
事
業
な
の
か
？

　

経
営
環
境
が
地
域
独
占
・
総
括
原
価
の

世
界
か
ら
自
由
競
争
の
世
界
へ
と
大
き
く

変
化
し
、
電
気
事
業
は
本
格
的
な
競
争
時

代
を
迎
え
て
い
る
。
わ
が
国
全
体
の
人
口

減
少
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
広
く
浸
透
し
た
節
電
、
あ
る
い
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
今
後
の
電
力
需
要
は
さ
ほ
ど
伸
び
な

い
と
考
え
て
お
り
、
国
内
の
電
気
事
業
だ

け
で
は
成
長
に
限
界
が
あ
る
。

　

一
方
で
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
中

東
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
新
興
諸

国
で
は
電
力
需
要
の
大
幅
な
伸
び
が
続
い

て
お
り
、
日
本
国
内
の
電
気
事
業
で
培
っ

た
、
水
力
発
電
、
火
力
発
電
、
送
配
電
等

の
技
術
力
を
活
か
せ
ば
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
が
っ
て
い
る
。
豊
富
で

質
の
高
い
電
力
を
安
定
的
に
お
届
け
す
る

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
は
万
国
共
通
で
あ

り
、
成
長
の
機
会
は
海
外
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
中
期
経
営
計
画
で
も
国
際
事
業

を
新
た
な
成
長
の
柱
と
位
置
づ
け
た
。

︱
︱
国
際
事
業
で
の
狙
い
は
？

　

従
来
よ
り
も
収
益
確
保
に
軸
足
を
お
い

た
国
際
事
業
展
開
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

③
「
投
資
済
み
案
件
か
ら
の
確
実
な
収
益

確
保
」。
既
に
稼
動
中
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、
台
湾
２
カ
所
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
の
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
発
電
設
備
の
技
術
指
導
に
社

員
を
派
遣
・
駐
在
さ
せ
た
り
、
事
業
会

社
の
経
営
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

プ
ラ
ン
ト
利
用
率
の
向
上
、Ｏ
＆
Ｍ
（
運

転
・
保
守
）
費
用
の
低
減
な
ど
を
通
じ
て
、

確
実
な
収
益
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

④
「
収
益
と
リ
ス
ク
に
関
す
る
評
価
の
一

層
の
充
実
」。
今
後
、
投
資
案
件
を
増

や
し
て
い
く
以
上
、
大
事
な
の
は
リ
ス

ク
評
価
。
国
際
事
業
に
は
参
画
前
・
建

設
中
・
操
業
後
、
と
多
様
な
リ
ス
ク
が

姿
を
変
え
て
出
現
す
る
。
こ
れ
ま
で
も

投
資
案
件
の
リ
ス
ク
と
収
益
性
を
踏
ま

え
た
実
施
判
断
や
、
進
捗
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
夏
、

部
門
内
に
新
た
に
設
置
し
た
戦
略
チ
ー

ム
が
こ
う
し
た
機
能
を
担
っ
て
い
く
。

⑤
「
国
際
人
材
の
育
成
・
獲
得
」。
人
材

は
何
よ
り
大
事
で
あ
り
、
世
銀
や
Ａ
Ｄ

Ｂ
（
ア
ジ
ア
開
銀
）、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
国
際

協
力
銀
行
）
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
、
国
内

外
機
関
へ
の
派
遣
や
、
取
り
組
み
中
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
た
現
地
派
遣
を

よ
り
積
極
的
に
行
い
、
高
い
専
門
性
や

豊
富
な
経
験
を
有
す
る
国
際
事
業
人
材

の
厚
み
を
増
や
し
て
行
き
た
い
。
私
は

以
前
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
に
出
向
し
、
イ
ン
ド
や

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
電
力
イ
ン
フ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
電
力
部
門
の
構
造

改
革
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
発
生
し
た
地
震
の
後
、

現
地
の
州
政
府
の
方
々
と
瓦
礫
の
中
を

走
り
回
り
、
阪
神
大
震
災
で
得
た
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
復

興
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
た
の
は
一
番

の
思
い
出
。
当
社
の
若
い
社
員
に
も
こ

の
よ
う
な
経
験
を
是
非
積
ま
せ
た
い
。

――

活
躍
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
げ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
投
資
エ
リ
ア
や
発
電
種
別
の
多

様
化
と
は
、
具
体
的
に
？

　

ア
ジ
ア
等
新
興
国
の
水
力
・
火
力
に
加

え
て
、
北
米
の
ガ
ス
火
力
案
件
や
、
欧
州

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
新
た
な
事
業

機
会
と
考
え
て
い
る
。
低
炭
素
電
源
の
重

要
性
が
高
ま
り
、
石
炭
か
ら
ガ
ス
火
力
へ

の
リ
プ
レ
ー
ス
案
件
が
北
米
市
場
で
は
見

込
ま
れ
る
。
欧
州
で
は
洋
上
風
力
を
中
心

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
の
機
会
も

あ
る
。
新
規
開
発
案
件
と
既
開
発
案
件
の

バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
一
方
で
、
北
米
や
欧
州
の
場
合

か
な
り
以
前
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。
電
気
事
業

者
で
み
れ
ば
、
Ｊ
─Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
さ
ん
や
、

東
京
電
力
と
中
部
電
力
の
合
弁
会
社
Ｊ
Ｅ

Ｒ
Ａ
さ
ん
は
、
持
分
容
量
で
弊
社
の
数
倍

規
模
を
有
し
て
お
ら
れ
る
。

　

関
西
電
力
の
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
は
、
98

年
の
サ
ン
ロ
ケ
が
電
力
会
社
初
と
ス
タ
ー

ト
は
最
も
早
か
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
後

れ
を
取
っ
て
い
る
現
状
。

――

で
は
相
当
巻
き
返
す
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
成
長
戦
略
は
？

　

重
点
戦
略
は
五
つ
。

①
ま
ず
は「
案
件
獲
得
力
の
強
化
」。
今
夏
、

バ
ン
コ
ク
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
事
務
所
を

開
設
し
た
。
新
規
案
件
の
生
の
情
報
は

や
は
り
現
地
・
現
場
に
あ
る
。
現
地
事

務
所
を
拠
点
に
商
社
や
海
外
の
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
、
投
資
銀
行
な
ど
と
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
事

業
機
会
を
発
掘
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

②
「
開
発
中
案
件
の
着
実
な
推
進
」。
現

在
、
ラ
オ
ス
・
ナ
ム
ニ
ア
ッ
プ
水
力
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ラ
ジ
ャ
マ
ン
ダ
ラ
水

力
と
タ
ン
ジ
ュ
ン
ジ
ャ
テ
ィ
Ｂ
石
炭
火

力
を
建
設
も
し
く
は
着
工
準
備
中
。
こ

れ
を
着
実
に
進
め
る
。

様
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
経
常
利
益
を

15
年
度
の
30
億
円
か
ら
10
年
後
に
10
倍
の

３
０
０
億
円
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
今
後
10

年
間
で
５
０
０
０
億
円
程
度
の
投
資
が
必

要
。
10
年
後
の
絵
姿
と
し
て
は
、
設
備
容

量
（
出
資
割
合
分
＝
持
分
容
量
）
で
見
て

現
状
の
約
１
８
７
万
kW
（
開
発
中
含
む
）

か
ら
大
幅
に
増
大
さ
せ
、
１
０
０
０
万
～

１
２
０
０
万
kW
程
度
と
想
定
し
て
い
る
。

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
水
力
に
加

え
、
石
炭
や
ガ
ス
な
ど
の
火
力
、
あ
る
い

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
電
源

種
別
の
観
点
、
ま
た
新
設
・
既
設
買
収
案

件
、
さ
ら
に
は
収
益
と
リ
ス
ク
と
い
っ
た

観
点
か
ら
見
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
実
現
し
た
い
。「
10
年

後
に
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
海
外
Ｉ
Ｐ

Ｐ
（
独
立
発
電
）
事
業
者
を
目
指
す
」
を

合
言
葉
に
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
。

　
●
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
の
成
長
戦
略

――

10
年
で
利
益
10
倍
と
は
野
心
的
な
目

標
だ
が
、
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
関
西
電
力

の
現
在
の
立
ち
位
置
は
？

　

日
本
で
見
た
場
合
、
先
行
し
て
お
ら
れ

る
の
は
や
は
り
商
社
。
電
力
機
器
の
輸
出

や
プ
ラ
ン
ト
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
事
業
を
手
始
め
に
、

かんでんFOCUS 世界市場で競争に挑む
今春発表の「グループ中期経営計画」で、国際事業を新たな成長の柱と位置づけ、

「挑む。」決意を表明した関西電力。狙いと成長戦略、今後の展望を訊く――

浜野正幸
関西電力 国際事業本部 副事業本部長 国際企画部門統括

る
と
考
え
て
い
る
。
国
内
で
培
っ
た
電
力

技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
で
活
か
す
と
と

も
に
、
海
外
で
の
事
業
を
通
じ
て
得
た
経

験
・
知
見
を
国
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
し

つ
つ
、
し
っ
か
り
と
リ
ス
ク
評
価
を
し
な

が
ら
収
益
も
拡
大
し
た
い
。
も
と
も
と
関

西
電
力
は
98
年
電
力
会
社
初
の
海
外
発
電

事
業
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
ン
ロ
ケ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
以
降
、
開
発
中
含

め
７
カ
国
９
案
件
、
主
に
東
南
ア
ジ
ア
に

軸
足
を
置
い
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

東
南
ア
ジ
ア
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一
国
を
と

っ
て
も
15
─19
年
の
５
年
間
で
35

の
開

発
計
画
が
あ
る
。
今
後
ア
ジ
ア
の
新
興
国

を
は
じ
め
投
資
エ
リ
ア
や
発
電
種
別
の
多

30億円

300億円

50億円

2015年 2025年2018年

●国際部門収支
2025年度時点の持分容量の目安として、
約１,０００万kＷ～1,200万ｋＷを想定

●累計投資額

5,000
億円

1,400
億円

2016-2018年
（3カ年）

2016-2025年
（10カ年）

« « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « «« « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « « «

新規案件

確実な新規案件獲得に向けた
案件獲得力の強化
投資地域、対象を拡大

（北米・欧州、再生可能エネルギー等）

既存案件 開発中案件の着実な推進と
投資済み案件からの確実な収益確保

事業基盤 高い専門性や豊富な経験を持つ
国際人材の育成・獲得

国際事業の現状と10年後の姿	 国際事業 足元3カ年の取組み
中期経営計画
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に
戦
略
立
案
お
よ
び
事
業
管
理
を
行
う

「
国
際
企
画
部
門
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

開
発
・
推
進
を
担
う
「
国
際
開
発
部
門
」

の
２
部
門
を
設
け
体
制
を
強
化
し
た
。
従

来
は
、
開
発
部
門
主
体
で
リ
ス
ク
や
収
益

性
の
評
価
を
行
っ
て
い
た
が
、
国
際
企
画

部
門
に
新
た
に
設
け
た
戦
略
チ
ー
ム
も
開

発
部
門
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
評
価
を
行

う
。
事
業
開
発
の
担
当
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
た
い
と
の
思
い
が
ど
う
し
て
も

強
く
な
る
。
そ
の
た
め
開
発
部
門
が
行
う

リ
ス
ク
評
価
に
加
え
、
別
チ
ー
ム
が
第
三

者
的
な
立
場
で
評
価
を
行
う
体
制
と
し
た

も
の
。
こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
客
観

性
を
担
保
し
、
複
数
案
件
に
横
串
を
刺
し

た
評
価
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
側
の
リ
ス
ク
管
理
、
す
な
わ
ち
経
理
、

法
務
、
企
画
部
門
な
ど
と
協
力
す
る
こ
と

で
、
よ
り
高
度
な
リ
ス
ク
評
価
を
目
指
す
。

　

北
米
や
欧
州
は
未
経
験
で
あ
り
、
自
由

市
場
の
経
験
も
少
な
い
が
、
技
術
力
に
加

え
、
20
年
近
く
に
亘
る
海
外
事
業
経
験
で

培
っ
た
融
資
契
約
な
ど
の
商
務
面
の
能
力

も
活
か
し
て
、
部
門
間
で
緊
密
に
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
収
益
と
リ
ス
ク
を
的
確

に
評
価
し
な
が
ら
、
新
た
な
国
や
地
域
で

の
優
良
案
件
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
。

――

世
界
市
場
で
競
争
す
る
に
あ
た
っ
て

の
関
西
電
力
の
強
み
は
？

　

一
旦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
れ
ば
技

術
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
な
ど
の
困
難
を
克

服
し
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
「
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
強
さ
」
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い

と
自
負
し
て
い
る
。
端
的
な
例
が
、
自
主

開
発
案
件
で
「
第
２
の
く
ろ
よ
ん
」
と
呼

ん
で
い
る
ラ
オ
ス
の
ナ
ム
ニ
ア
ッ
プ
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ラ
ジ
ャ
マ
ン
ダ
ラ
水
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
点
発
掘
や
調
査
段
階

か
ら
自
前
で
進
め
て
い
る
の
は
、
電
力
会

社
で
は
我
々
だ
け
だ
。
多
国
籍
パ
ー
ト
ナ

ー
が
関
わ
る
ハ
ー
ド
な
現
場
だ
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
事
業
の
完
遂

に
責
任
を
持
っ
て
動
い
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
強
み
は
「
総
合
力
」。
国

際
事
業
本
部
は
国
内
80
人
、
海
外
の
現

場
や
関
係
機
関
に
は
約
50
人
が
駐
在
と
、

１
３
０
人
余
り
の
所
帯
だ
が
、
社
内
の
水

力
・
火
力
・
土
木
・
電
力
流
通
な
ど
の
技

術
部
門
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
部
門
と
の
リ
ス
ク
評
価
面
等
で
の
連

携
に
よ
る
総
合
力
は
当
社
の
一
番
の
強
み

で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
連
携
を
活
か
し
つ
つ
、
国
際

事
業
本
部
は
、
野
球
の
よ
う
に
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
決
め
た
分
業
で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
の

よ
う
に
全
員
が
走
り
回
っ
て
全
員
で
カ
バ

ー
す
る
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
く
と
い
う
の
が
我
々
の
強
み
だ
。

●
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
国
際
協
力
・

貢
献
活
動

￨
￨
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
も
行
っ
て

い
る
と
か
？

　

将
来
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
に
つ
な
が
る
種
蒔

き
と
し
て
取
り
組
み
、
既
に
約
80
件
の
実

績
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
企
業
は
90
年
代
前

半
か
ら
海
外
に
出
て
お
り
、
ま
た
水
力
・

火
力
・
土
木
・
電
力
流
通
な
ど
の
技
術
部

門
も
以
前
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
電
力
基
本
計
画
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
が
一
例
だ
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ

て
得
た
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
Ｉ
Ｐ
Ｐ

事
業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
う
は
言

っ
て
も
新
興
国
・
途
上
国
で
は
売
電
契
約

や
環
境
規
制
な
ど
法
制
度
が
整
備
途
上
な

た
め
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
参

入
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
で
き
れ

ば
法
整
備
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
併
せ
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

――

国
際
協
力
・
貢
献
活
動
も
進
め
て
い

る
？

は
基
本
的
に
自
由
市
場
の
案
件
で
あ
り
、

売
電
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
変
動
、

あ
る
い
は
再
エ
ネ
政
策
の
動
向
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
政
府
保
証

の
つ
い
た
売
電
契
約
つ
き
案
件
は
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
自
由
市
場
へ
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
か
が
大
き
な
課
題
。

　

ま
た
、
収
益
拡
大
の
た
め
に
は
資
産
の

入
れ
替
え
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
優

良
案
件
の
長
期
保
有
が
基
本
で
あ
る
が
、

持
分
容
量
の
厚
み
を
増
し
て
、
収
益
と
リ

ス
ク
、
発
電
種
別
と
地
域
展
開
の
バ
ラ
ン

ス
、
新
規
案
件
の
取
組
み
状
況
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
資
産
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
充
実
さ
せ
た
い
。

――

こ
れ
ま
で
は
国
内
の
経
験
・
実
績
を

活
か
し
た
水
力
・
火
力
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
未
経
験
の
北
米
や
欧
州
、

自
由
市
場
に
出
て
行
く
上
で
の
課
題
認
識

と
対
応
策
は
?

　

従
来
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
地
域
に

も
挑
戦
し
、
ま
た
、
投
資
案
件
が
増
加
す

れ
ば
、
事
業
リ
ス
ク
は
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
主
な
課
題

の
一
つ
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高

度
化
・
強
化
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

体
制
面
で
は
、
今
夏
、
国
際
事
業
本
部

かんでんFOCUS

　

当
社
は
世
界
の
主
要
電
力
会
社
で
構
成

す
る
Ｇ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（Global Sustainable 

Electricity Partnership

）
に
も
参
画
。

年
１
度
首
脳
が
集
ま
り
地
球
温
暖
化
対
策

や
技
術
支
援
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も

に
、
ツ
バ
ル
の
太
陽
光
や
ブ
ー
タ
ン
の
水

力
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
の
太
陽
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
ソ
ー
ラ
ー
ア
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

な
ど
の
国
際
貢
献
を
通
じ
て
、
相
手
国
と

の
信
頼
関
係
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
貢
献
活
動
だ
が
、
こ
こ
で
築
い
た

信
頼
関
係
を
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
も
考
え
て
い
る
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

――

イ
ン
フ
ラ
輸
出
で
は
先
行
す
る
欧
米

に
加
え
、
近
年
は
中
国
な
ど
が
価
格
攻
勢

を
強
め
て
い
る
が
？

　

日
本
の
イ
ン
フ
ラ
の
品
質
は
ず
ば
抜
け

て
い
る
が
、
中
国
な
ど
が
価
格
攻
勢
を
強

め
る
な
か
で
「
コ
ス
ト
高
」
と
い
う
声
が

あ
る
の
も
事
実
。
品
質
の
良
さ
を
ど
う
わ

か
っ
て
も
ら
う
か
。
自
動
車
な
ど
の
日
本

製
品
や
、
海
外
で
人
気
の
高
い
日
本
食
と

違
い
、
イ
ン
フ
ラ
の
価
値
は
長
い
目
で
見

て
も
ら
わ
な
い
と
わ
か
ら
ず
、
そ
こ
が
な

か
な
か
難
し
い
。

　

そ
の
た
め
当
社
は
、
発
電
所
を
つ
く
る

取材･編集／秋月 都

だ
け
で
な
く
Ｏ
＆
Ｍ
に
も
参
画
し
、
設
備

利
用
率
の
向
上
や
迅
速
な
ト
ラ
ブ
ル
対
応

な
ど
も
行
い
、「
関
西
電
力
が
参
画
す
れ

ば
資
産
価
値
が
向
上
す
る
」
と
い
う
実
績

を
つ
く
り
、
現
地
政
府
や
現
地
企
業
の
株

主
、
電
気
を
供
給
す
る
お
客
さ
ま
に
我
々

の
価
値
を
ご
理
解
い
た
だ
く
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。
資
産
価
値
が
向
上
す
れ
ば

我
々
の
収
益
も
増
え
る
し
、
現
地
政
府
と

の
契
約
関
係
も
う
ま
く
い
き
、
お
客
さ
ま

は
安
定
し
て
電
力
供
給
を
受
け
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
構
図
を
描
き

た
い
。

――

で
は
国
際
事
業
の
飛
躍
的
成
長
へ
の

抱
負
を
。

　

10
年
後
に
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｉ
Ｐ

Ｐ
事
業
者
と
な
り
経
常
利
益
を
３
０
０
億

円
稼
ぐ
と
い
う
の
は
大
変
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
な
目
標
だ
が
、
そ
の
実
現
に
対
し
大
き

な
責
任
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い

も
感
じ
て
い
る
。
当
社
の
強
み
で
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
す
る
強
い
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
力
と
、
技
術
部
門
や
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
部
門
、
国
際
事
業
本
部
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
力
を
活
か
し
な
が
ら
事
業
に
取
り

組
み
、
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
目
標
を

達
成
す
べ
く
「
挑
ん
で
」
い
き
た
い
。

台湾・国光火力（CCGT） シンガポール・セノコ火力（CCGT・石油）台湾・名間水力（流れ込み式） オーストラリア・ブルーウォーターズ火力（石炭）

＊CCGT：コンバインドサイクルガスタービン

タイ・ロジャナ火力（CCGT
＊　

コジェネ）フィリピン・サンロケ水力（ダム式）

関西電力が参画済みの海外発電事業（運転中の6プロジェクト）
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